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Crab Pulserの電波放射には、通常のパルスに加えて数 kJyを越える巨大パルス (GRP=Giant Radio Pulse)が
存在する。通常の電波パルスもGRPも、コヒーレントな放射機構によるものと考えられているが、その詳細につ
いては未だ解決されていない。また、可視・X・γ線領域でのパルスの成因は、インコヒーレントな放射であり、
電波パルスとは別の放射機構によるものと考えられてきた。しかし、Shearer et al.(2003)は、GRPと相関して可
視光パルスが 3％増光することを見出し、電波と可視の放射に共通性があることを示した。 一方、GRPとX線
については、GRPに相関したX線変動の上限が 7％と押さえられているだけで、それ以下の相関の存在について
は否定されていない。そこで我々はこの上限を下げ、相関の有無について判定すべく、2010年 4月 6日の「すざ
く」硬X線観測器HXDの Crab較正観測に合わせてNict鹿島 34mパラボラアンテナによる 1.4GHz帯の Crab
同時観測を実施した。ただし、1回の観測で得られるX線フォトン数には限界があり、統計的に有意な結論を得
るためには今後数回の同時観測が必要と見込まれる。本講演では、データ解析作業の現状について報告したい。


